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１　自己評価全体について
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〇コロナの問題もあるが、菊花展、苗販売、保・小・中学校との交
流等、地域との交流を続けてほしい。
〇丹原高校を愛する地域住民は多い。「丹高応援サポーター制
度」を作るなど組織作りをしてはどうだろうか。

６　業務改善等「ホームページ等の充実」
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民生児童委員

評　　価　　・　　提　　言　　等 提言等に対する改善方策等

〇新聞に丹原学校の活躍が出ており、生徒や教職員の頑張りを
うれしく思う。保護者の評価もおおむね良く、丹原高校の特色を
生かした教育が評価されている。
〇保護者評価のＡ項目が減少している。コロナの影響で生徒の
活動が減少し、保護者も直接学校に来て見る機会が減ったため
ではないだろうか。
〇生徒は全体的に学校生活に充実感を感じていると思われる。

鎌田農園代表

３　特別活動「部活動・ボランティア活動の活性化」
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〇先生方が一生懸命に業務に励まれていることを感じる。教職
員の働き方改革は難しい問題である。

〇昨年度はアンケートを、今年度は自己評価
表の評価項目を見直し、本校の特色と改善点
を各課で検討できるように改善した。学校評価
委員会でＡ～Ｅの自己評価について論議し、教
職員の認識を高めることができた。来年度は新
学習指導要領となることもあり、ＩＣＴの活用や
「主体的・対話的で深い学び」となる授業改善、
指導と評価の一体化に取り組む。

〇今年度、生徒代表も参加した校則検討委員
会を開き、制服の規定を一部改正した。今後も
時代に合った校則にし、生徒が気持ちよく学校
生活を送ることができる環境を整える。
〇マニフェストに掲げた「笑顔で元気な挨拶が
できる生徒100％」は、来年度も継続する。

〇部活動では、クライミング部が全国大会、剣
道部、ソフトテニス部、弓道部が四国大会に出
場し、美術部の県優秀賞（全国）、音楽部の県
金賞、農業クラブの全国優秀賞、人権ポスター
の県特選など、多様な活躍が見られた。
〇今後も、運動部、文化部、農業クラブ、ボラン
ティア活動の活性化を図り、生徒がそれぞれの
個性を生かして活躍できるよう支援する。

〇引き続き感染症対策を徹底し、学校の教育
活動との両立を図る。

〇密を避けるよう工夫し、菊花展、苗販売、花
育活動やリヤカー販売、中学校等での出前授
業など、地域交流を推進する。
〇地域の方の協力は、ＰＴＡの組織を生かして
取り組む。

〇ホームページの充実に向け、学校全体で取
り組む。
〇YouTubeやマチコミを有効活用し、配信や連
絡を行う。

〇閉庁日４日間、繰替休業日の工夫、テレ
ワークや早出・遅出勤務の推奨などによ
り、教職員が休みやすい環境を整える。

〇新しい制服が明るくて良い。
〇挨拶がよくできている。今後も挨拶がよくできるよう指導を続け
てほしい。

〇生徒の活動実績等、全体的に素晴らしい活躍が見られる。そ
れを裏付けるように、生徒による評価のＡ項目が増加している。
〇部活動で好成績を収めている。
〇多くの生徒に部活動に加入してほしい。

２　生徒指導「生徒の健全育成」

４　学校安全「健康安全・校内美化の推進」

〇コロナの影響があると思うが、創意工夫で乗り切って、生徒の
明るい声が響く学校となるよう頑張ってほしい。

〇ホームページが見やすくなっている。
〇現在実施している各種取組を積み重ね、それを地域へ積極的
に伝達する広報活動に力を入れるしかないと思う。

７　業務改善等「適切な勤務時間」

５　農業教育「地域との連携」



〇先生方が一生懸命に業務に励まれていることを感じる。教職
員の働き方改革は難しい問題である。

〇閉庁日４日間、繰替休業日の工夫、テレ
ワークや早出・遅出勤務の推奨などによ
り、教職員が休みやすい環境を整える。


